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2018 年 4 月 
 

在外被爆者の方へ（援護制度のご紹介） 
 

日本政府は、海外に居住する被爆者（在外被爆者）に対しても、国籍を問わず被爆者

健康手帳を交付しています。被爆者援護法の改正により、2008 年 12 月 15 日から日

本国外にお住まいの方は、渡日しなくても在外公館等で手帳の交付申請ができるよう

になりました。台湾では、当所および高雄事務所において申請を受け付けています。

手帳交付後に利用できる制度につきましては、３．をご覧ください。 
 
１. 被爆者健康手帳の交付の対象となる方 

被爆者健康手帳（以下「手帳」といいます。）の交付の対象となる方は次の①～④の

いずれかに該当する方です。 
① 原子爆弾が投下された際、当時の広島市内、長崎市内又は一定の隣接地域

（※1）において直接被爆された方。 
② 原子爆弾が投下された時から 2 週間以内（広島にあっては昭和 20 年 8 月 20

日まで、長崎にあっては同年同月 23 日まで）に、救護活動、医療活動、親族

探し等のために、広島市内又は長崎市内の一定の区域内（爆心地から約 2 キ

ロメートルの区域内。※2）に立ち入った方。 
③ 原子爆弾が投下された際又はその後において、多数の死体の処理、被爆者の

救護に従事したなど、身体に原子爆弾の放射能の影響を受けるような事情の

あった方。 
④ 当時、上記①～③のいずれかに該当する方の胎児であった方。 

 
２. 手帳の交付を受けるための手続等 

手帳の交付を受けるためには、被爆者健康手帳交付申請書に、被爆の事実を確

認することができる書類等を添えて申請を行う必要がありますので、以下の書類を

揃えた上で、当所もしくは高雄事務所に出向いて申請してください。 
【手帳の交付申請をするために必要な書類等】 
① 被爆者健康手帳交付申請書（１部）及びその写し（１部） 
② 被爆状況等についての申立書（１部）及びその写し（１部） 
③ 被爆事実を確認することができる書類（１部）及びその写し（１部） 

下記いずれかの書類（これらの書類が提出できない場合は不要） 
ア 当時の罹災証明書その他公の機関が発行した証明書 
イ 当時の書簡、写真等の記録書類 



2 
 

ウ 第三者（三親等内の親族を除く。）二人以上の証明書 
④ 都道府県市による照会調査についての同意書（１部）及びその写し（１部） 

その他、本人確認に必要な書類など。 
 

３. 被爆者健康手帳を交付された方が利用することのできる制度 
（１） 手当の受給 

被爆者健康手帳の交付を受けた方は、渡日しなくても手当の支給申請をする

ことができ、認定されると手当の受給ができます。 
【各種手当】 

手当の種類 支給要件 

医療特別手当 
139,330 円（月額） 

負傷又は疾病が原子爆弾の傷害作用によるものである

という日本の厚生労働大臣の認定を受けた人で、現在

もその負傷又は疾病の状態にある方。 

特別手当 
51,450 円（月額） 

上記認定を受けた人で、現在は認定された負傷又は疾

病状態にない方。 

原子爆弾小頭症手当  
47,950 円（月額） 

原子爆弾の放射能の影響による小頭症の方。 

健康管理手当 
34,270 円（月額） 

循環器機能障害、運動器機能障害、脳血管障害、造血

機能障害、肝臓機能障害等11障害のうちいずれかを伴

う疾病にかかっている方。 

保健手当 
①17,180 円（月額） 
②34,270 円（月額） 

爆心地から 2 キロ

メートル以内で直

接被爆した方と

当時その方の胎

児だった方。 

① 下記以外の方 
② 原子爆弾の傷害作用の影響によ

る身体上の障害のある方、又は

70 歳以上の方で、配偶者、子及

び孫のいずれもいない一人暮ら

しの方。 
葬祭料 
206,000 円 

被爆者が死亡したとき、その人の葬祭を主として行う人

（死亡原因が交通事故、先天性疾病など原子爆弾の傷

害作用の影響によるものでないことが明らかな場合を除

く）。過去 5 年の間に日本国外で亡くなられた場合も申

請できます。 
※死亡した時期により支給額が異なります。 

※ 手当の額は2017年 4月現在の額であり、今後変動することがあります。また、支給額

の決定は、居住国通貨で行います。支払いの際、受け取る通貨によって、金額は為

替レートの影響を受けます。 
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（２） 医療費等の申請について 
2016 年 1 月から、日本国外に居住する方についても、居住国で負担した医

療費の自己負担を、被爆者援護法（以下「法律」といいます。）により支給でき

ることになりました。これに伴い、従来からの保健医療助成費の申請と法律に

基づいた医療費の申請が併用できるようになりました。 
ア 領収書等による簡便な申請（保健医療助成費） 

          領収書による簡便な手続きで、年間 30 万円を支給上限額とし、保健医

療助成費の支給を受けることができます。 
イ 30 万円を超えた場合等の申請（法律に基づく医療費の申請） 

30 万円を超えた自己負担分は、法律に基づき申請を行うことができます。

申請方法等詳細につきましては、下記、厚生労働省ホームページまたは

一般財団法人日本公衆衛生協会へお問い合わせ下さい。 
一般財団法人日本公衆衛生協会  
在外被爆者保健医療助成事業担当係 
住 所 東京都新宿区新宿 1 丁目 29-8 
電 話 +81‐3‐3352‐4285 

（３） その他 
日本国内での治療が必要であると認められた場合の渡日に必要な交通費等

の支給＜渡日治療支援事業＞などを受けることができます。 
 
４. 問い合わせ先について  

ご不明な点がありましたら、下記各事務所、日本国内の広島市、長崎市又は都道

府県等（照会先は厚生労働省のホームページを参照）にお問い合わせ下さい。  

・公益財団法人 日本台湾交流協会台北事務所 領事室 
住 所 台北市慶城街 28 号通泰大楼 
電 話 （02）2713‐8000 （内線 2110～2113） 

・公益財団法人 日本台湾交流協会高雄事務所 領事室 
住 所 高雄市苓雅区和平一路 87 号 10Ｆ 
電 話 07‐771‐4008（内線 20，56） 

・ 厚生労働省ホームページアドレス(被爆者関係） 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/genbaku.html 

（注） 申請にあたっては、本人確認の必要があるため、お住まいの地域を管轄する各

事務所に申請者本人が出向いて手続を行うことを原則としますが、やむを得な

い場合には代理人による申請も可能です（郵送、FAX、電子メールでは受け付

けておりません。）。  
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  ※１ 当時の広島市内、長崎市内又は一定の隣接地域 
広島 ア 広島市内 

イ 広島県安佐郡祇園町 
ウ 広島県安芸郡戸坂村のうち、狐爪木 
エ 広島県安芸郡中山村のうち、中、落久保、北平原、西平原及び寄田 
オ 広島県安芸郡府中町のうち、茂陰北 

長崎 ア 長崎市内 
イ 長崎県西彼杵郡福田村のうち、大浦郷、小浦郷、本村郷、小江郷及び小江

原郷 
ウ 長崎県西彼杵郡長与村のうち、高田郷及び吉無田郷  

※2 広島市内又は長崎市内の一定の区域 
広島 当時の広島市のうち、楠木町一丁目、楠木町二丁目、楠木町三丁目、三篠本

町一丁目、三篠本町二丁目、横川町一丁目、横川町二丁目、横川町三丁目、

打越町、山手町、南三篠町、福島町、中広町、上天満町、天満町、西天満町、

東観音町一丁目、東観音町二丁目、西観音町一丁目、西観音町二丁目、観音

本町、南観音町、広瀬北町、寺町、空鞘町、西引御堂町、広瀬元町、鷹匠町、

錦町、横堀町、北榎町、新市町、榎町、西九軒町、西大工町、十日市町、左官

町、鍛冶屋町、油屋町、猫屋町、塚本町、堺町一丁目、堺町二丁目、堺町三丁

目、堺町四丁目、西地方町、西新町、小網町、河原町、舟入町、舟入仲町、舟

入本町、舟入幸町、舟入川口町、中島本町、材木町、天神町、木挽町、元柳

町、中島新町、水主町、吉島町、吉島羽衣町、白島北町、白島中町、白島東中

町、白島九軒町、白島西中町、西白島町、東白島町、基町、猿楽町、細工町、

横町、鳥屋町、大手町一丁目、大手町二丁目、大手町三丁目、大手町四丁

目、大手町五丁目、大手町六丁目、大手町七丁目、大手町八丁目、大手町九

丁目、塩屋町、尾道町、紙屋町、研屋町、革屋町、立町、東魚屋町、八丁堀、

上流川町、幟町、上柳町、鉄砲町、橋本町、石見屋町、胡町、東胡町、山口

町、下柳町、銀山町、弥生町、薬研堀町、斜屋町、下流川町、堀川町、三川

町、平田屋町、播磨屋町、西魚屋町、中町、鉄砲屋町、袋町、下中町、新川場

町、小町、雑魚場町、国泰寺町、竹屋町、田中町、平塚町、鶴見町、宝町、富

士見町、昭和町、平野町、南竹屋町、東千田町、千田町一丁目、千田町二丁

目、千田町三丁目、台屋町、京橋町、的場町、金屋町、比治山町、稲荷町、松

川町、士手町、桐木町、段原大畑町、段原町、段原東浦町、比治山本町、皆実

町一丁目、二葉の里、大須賀町、松原町及び猿猴橋町 
長崎 当時の長崎市のうち、西北郷、東北郷、家野郷、西郷、家野町、大橋町、岡

町、橋口町、山里町、坂本町、本尾町、上野町、江平町、高尾町、本長崎原

町、松山町、駒場町、城山町、浜口町、竹ノ久保町、稲佐町二丁目、稲佐町三

丁目、旭町一丁目、岩川町、目覚町、浦上町、茂里町、銭座町、井樋ノ口町、

船蔵町、宝町、寿町、幸町、福富町、玉浪町、梁瀬町、高砂町、御船蔵町、御

船町、八千代町、瀬崎町及び浜平町 

（以上） 
 


